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勝浦町で行われるライフル射撃

競技を記念して、今山河川敷� (沼江

不動前対岸)に巨大なビームライフ

ルのモニュメントが、町内のまちお

こしグループにより建てられました。

国体のピ一アールと国体関係者

の歓迎に一役かつてくれることを

期待します。� 

⑨ヘ号
⑧

制
収
⑨

(t量平等数) 2，000戸� (人口)男� 3，600人 女� 3，874人 計� 7，474人� (平成5年� 5月末日現在) 

(出世)男� 2女o~.十 2 死亡) 男 1 女O計転入)男� 21女13計34 転出)男� 19女9 計28
広報かつうら� 7月号第277号平成5年� 7月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEL(08854)2-2511 (代) FAX2-3028 
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h
F
汚
れ
や
す
い
と
こ
ろ
を
美
く
し
飾
っ
て
�
 
H

コ
ミ
フ
工
ン
ス
と
花
壇
の
清
婦
�
 

• 

A
勝
浦
の
玄
関
口
、
河
川
提
腹
の

草
刈
り
ご
く
ろ
う
さ
ま
。

4
玉
の
木
公
会
堂
周
辺
清
婦

全町一斉

清掃日 

4日

ロH

ロH

ロM
 

F
3
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7月 

8月 

9月 

10月 

6月6日 全町一斉清掃… 各地区で実施

平成  5年度第 1回目の全町一斉清掃が、町内各

地区で実施されました。

町内の排水、河川の草刈、集会所や花壇周辺の

清掃など、地区それぞれに工夫をこらし、町内の

美化活動に汗を流されました。

一斉清掃に参加された住民の皆様、たいへんお

疲れさまでした。

廃
棄
物
処


産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て

産
業
廃
棄
物
と
は
、
事
業
活
動
に
伴

っ
て
生
じ

た
廃
棄
物
の
う
ち
、
燃
え
が
ら
、
汚
で
い
、
廃
油
、

廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
・
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
、
そ

の
他
政
令
で
定
め
る
廃
棄
物
が
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
建
設
業
者
が
工
作
物
の
除
去
に
伴

っ
て

生
じ
た
不
要
物
、
が
れ
き
、
繊
維
く
ず
、
ゴ
ム
く

ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
畜
産
農
家
の
動
物
の
ふ
ん
尿

等
々
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
特
に
「
特
別
産
業
廃
棄
物
」

と
し
て
産
業
廃
棄
物
の
う
ち
爆
発
性
、
毒
性
、
感

染
性
そ
の
他
人
の
健
康
文
は
生
活
環
境
に
係
る
被

害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
性
状
を
有
す
も
の
と

し
て
政
令
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
�
 

等
が
塗
布
又
は
付
着
し

P
C
B

た
も
の
と
か
、
鉱
さ
い
、
建
築
物
に
用
い
ら
れ
て

い
る
石
綿
、
工
場
、
事
業
場
に
お
い
て
生
じ
た

汚
泥
、
水
銀
又
は
そ
の
化
合
物
等
々
が
含
ま
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
場
合
の

基
準
も
き
び
し
く
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

(
産
業
廃
棄
物
は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
)

特
に
農
業
用
資
材
で
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
類
、
ビ

ニ
ー
ル
パ
イ
プ
、
種
苗
用
ポ
ッ
ト
は
収
集
い
た
し

ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
農
協
あ
る
い
は

購
入
先
で
引
き
取

っ
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

農
業
用
資
機
材
の
処
理
で
困

っ
て
い
る
方
は
、

産
業
課
文
は
環
境
衛
生
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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-人槽の区分による補助金額(別表) で補あ
す助り人 事昔
。金ま槽�  ::IE:
のすの�  :tl)J 
額。区�  4与

は人分�  ..lIL.
、槽ご;に� ;

別 のと -、

人槽区分 補助金額�  

5 人 槽� 309，000円� 

6'"ワ人槽�  463，000円� 

8 '"10人槽�  824，000円� 

11'"20人槽�  1，854，000円� 

21 '"30人槽�  3，296，000円� 

31 '"50人槽�  4，326，000円

わ
せ
は
、
環
境
衛
生
課

(
宮
二
!
二
五
一
一
)

で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

申
し
込
み
、
お
問
い
合

設
置
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
七
月
三
十
日
制
ま

で
に
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

家
を
新
築
さ
れ
る
方
、

水
洗
便
所
に
改
善
を
予

定
さ
れ
る
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

補
助
制
度
に

つ
い
て
お

A
補白 
表区に�  .."

の分限:し、� !

助� M
井とに度 目・ず

およ客員 丸
りるが�  

制 詣 

度但 

に?争

よ化 

，た槽

!の

て


合
併
浄
化
槽
の
以
た
ら
き 
)

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と

生
活
雑
排
水
(
台
所
や
風
呂
場
か

ら
の
排
水
)
を
処
理
し
、
き
れ
い

な
水
に
し
て
水
路
に
流
し
ま
す
。 

('

合
併
処
理
浄
化
槽
の

;申;
 
し;j 

i込j 

jみ� ;

不
用
犬
の

買
い
上
げ
日

犬
の
放
し
飼
い
は

や
め
ま
し
ょ
う
。 

7 7 
月 月 �  
21 7 
日 自
体)休)

犬の飼い主の

皆さんへ


アルミ缶回収場所

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
ご
協
力
を
，
・


ゴ
ミ
の
減
量
化
資
源
化
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

回
収
日
の
朝
九
時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
必
ず
名
前
を
記
入
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

平 成 �  5年� 7月� 26日(月)

地 区 回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本事業所

ク与 川 内 与川内事業所

横 瀬 勝浦郡農協本所

消防詰所横中 山

棚 里子 河川敷ゲートポール場ゴミフェンス償

久 国 役場庁舎裏

生名集会所(東林庵)生 名

I 星谷橋北詰ゴミフェンス横星� 小コ

中央縞北詰ゲートボール場機7ェンス黒 岩

~ 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷・山西 勝浦郡農協生比奈支所

農村婦人の家・馬越ゴミフェンス横中 角

回

④	

補
か
く
器
の
借
し
出
し
を
行

つ

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
し
て
取
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見
、
ムお

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

絡
く
だ
さ
い
。

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存

知
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

③
野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り
、

(二 

l
二
五
一
一
)
で
受
け
付
け
て

生
活
環
境
の
改

善
と
水
質
浄
化
を

図
る
た
め
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

平
成
五
年
度
の
犬
の
登
録
、
狂
犬

病
予
防
接
種
の
町
内
巡
回
は
五
月
で

終
了
し
ま
し
た
。
ま
だ
登
録
、
予
防

接
種
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、
至

急
、
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
犬

の
飼
い
主
の
方
は
、
犬
に
よ
る
被
害

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の

点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
①
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
。

。
。

散
歩
も

つ
な
い
で
行
う

②
犬
を
捨
て
な
い

飼
い
犬
が
不

要
と
な

っ
た
場
合
や
小
犬
が
生
ま

れ
飼
え
な
い
場
合
は
、
毎
月
広
報

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
買
い
上
げ

日
に
持

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
す。
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ン
バ
ー
が
国
体
の 

人
形
の 

/
¥
n
y
H
-

P
R

T
E
L

た
も
の
で
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
大
会

関
係
者
の
歓
迎
に
一
役
か

つ
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
ラ
イ
フ
ル
の
誕
生
に
伴

ぃ
、
こ
の
ラ
イ
フ
ル
や
町
内
に
い
ろ

い
ろ
の
形
を
し
た
ス
ダ
チ
く
ん
人
形

を
飾
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
小
や
材
質
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
多

く
の
方
々
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い

-
ま
す
。
(
た
だ
し
、
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
人
形
は
、
返
品
で
き
な
い
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
解
く
だ
さ

い
。
) 

っ 

-
賞

品

星
谷
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
か
い
の
メ

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
ア
イ
デ
ア

に
と
製
作
し

賞
等
と
出
品
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈

り
ま
す
。

山
河
川
敷
に
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
完
成
さ
れ
ま
し
た
。全
長
十
二

メ
ー
ト
ル
で
ド
ラ
ム
缶
九
個
を
つ
な

ぎ
あ
わ
せ
、
銃
身
が
七
・

二
メ
ー
ト
ル

の
ジ
ャ
ン
ボ
ラ
イ
フ
ル
の
出
現
に
び

フ
ル
銃
の
巨
大
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
が
今

本
町
で
開
催
さ
れ
る
ピ 
l
ム
ラ
イ

A ライフルのモニュメン トをクレーンでつり上げる� H

スダチ〈ん人形大集合


弓イつlιや町内さ飾る

人形コこノ)-/ι

・
締
め
切
り

-
迭
り
先

干
七
七

一
|
四
三

町
役
場
国
体
室

二
|
二
五

一一

七
月
三
十

一
日
ま
で

勝
浦
町
久
国

一…………………………………………… … 

【 1.入場券が必要な開・閉会式等及び入場料金 】

薦
入園

日 手呈 入場時間� iヱ〉三、 士易
スタンド別入場料金区分

メイン 仮設 南 ・北 ノミ ッ ク

夏季大会開会式� 9月5日(日)
関門�  6 :50 

締切�  7 :35 香川県立総合水泳プール� 300円� 300円以Jv 
模擬国体�  10月17日(日)開門� 9・∞ 徳島県鳴門総合運動公図�  

陸 上競技均 300円 無 料 無 料� / 
秋季大会開会式� 10月24日(日)!網 r~ 9 ∞ 

締切�  11却
同 上� 1.000円� 700円� 700円� 500円

秋季大会開会式� 10月29日(お 開門� 12:40 同 上� 500円� 300円� 300円� 200円� 

-彊亙董1m)j霊ヨ・ 

(注意)� 1.模擬国体の仮設、南・北スタンドは無料ですが入場券は必要です。� 

2.夏季大会閉会式は自由入場につき、入場券の販売は行いません。

(1)i夏季大会開会式・秋季大会開会式」の入場券

①申し込み期間 平成5年ワ月� 1日同--7月15日同〈必着〉

②申し込み方法

往復はがきに、次ページの記載例を参考にして、住所、氏名、電話番号等をお書きのうえ、次のあ

て先にお申し込みください。

申 し 込 み 先

夏季大会開会式 第48回国民体育大会徳島県実行委員会� (住所� :徳島市万代町� 1丁目� 1番地)

秋季大会開会式� JJ券 j甫� 田I j支 士易� 国 {本 室 国 {本 入 上場 券 担 窓当 口

感動の切待を

③申し込み上の注意

ア 申し込みは、 一人� I通とします。 手I~入れようl
イ 申し込みの際、スタンド別を指定し希望することはできません。


ウ 事イスでの入場を希望される方は、「車イス席希望」とお書きください。なお、車イスで入場さ


れる場合は、付添人(一人)も入場可能です。


..L 夏季大会開会式は、早朝開催となりますので、ご注意ください。


④入場券の申し込みが多数の場合は、抽選により決定し、抽選の結果を本人に通知します。

⑤ヰ場券は、引1度通告日はがき及び料金と引き換えに、夏季大会開会式入場券は� 8月2日(月)-8月13日也、

秋季大会開会式入場券は� 8月16日(月)-8月30日開の間に、勝浦町役場団体室国体入場券担当窓口で販

売します。

回
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夏季大会・・・第48回国民体育大会徳島県実行委員会� 

(rr0886-21-2830) 
秋季大会・・・勝浦町役場国体室国体入場券担当窓口� 

(rr08854-2-251 1) 

担
当
窓
口
あ
て

固

B

A

大
会
に
は
、 

級
十
四
人
(
七
ペ

級
三
十
四
人
(
十
七
ペ
ア
)

@ジ
 
勝浦町� '"b-_

ソフ ドテニス大会

盛大に開催
 

成
績
(
入
賞
)
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ア)、
が
参
加
し
、
連
日
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

で
の
三
日
間
、
勝
浦
町
体
育
協
会
主

催
に
よ
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
、

勝
浦
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
勝
中
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
七
日
聞
か
ら
十
九
日
附
ま

l
ム

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
次
回
の
大
会
日
程
に
つ
い
て
は
、

優

勝

木

原

毅

・

斎

藤

春

夫

準
優
勝
河
内
洋
香
・
西
野
由
美
子

〈〈 

B

級
〉

優

勝

桑

村

好

男

・

阿

佐

一

準
優
勝
石
倉
英
明
・
美
馬
友
子

A

級
〉A.A級優勝チーム

‘
級
優
勝
チ

F
B

……一一 
………………………  

ガケ通報I(4
 (2)r秋季大会閉会式・模擬国体」の入場券

販売 (発行) 期間 平成� 5年8月16日(月)-8月30日(月)

販売� (発行) 方法 勝浦町役場国体室国体入場券担当窓口で、先着順にで販売又は発行い

たします。なお、お一人� l枚に限ります。

ご来場の交通手段については、� J 

R'路線パス等の公共交通機関もし 【g申し込み往復はがきの記載例� t
くは会場行き臨時パス(徳島/池谷

日鳴門主会場)をご利用ください。 夏季大会開会式入場券

駐車券をお持ちでない方は駐車で、 (お Lて) (う ら) (う

郵便往復はがき口口口口ー口口
。� 

邸使往復はがききませんが、車椅子利用の方あるい 東� 

口 回回図ー団団

第� 

四国は非常に公共交通が不便で車以外で (
何
も
嘗
か
な
い
で
く
だ
さ
い

氏古番1電号
-の来場が困難な方には駐車券を交付

住
{本-夏畢国

駐車�  k 人
徳 O 

市町村困回 徳島県� 48 

ム実話会圏畏会

名所

します。(駐車券を希望する方は、夏・ EE ム
ム

島

ROO14 場非希

有} 

J 全開会スイ商

ムl 島市�  f 骨望望揖式電�  
T 

理由る 無

徳 車券を
番秋季大会開会式については、申し込

太

郎

地

みハガキに希望する理由を明記して ム ム すめ
ム 京 ム

11 

ください。秋季大会閉会式・模挺国 あ 昏 問; 地昏ムム
て� i也

体については入場券入手の際に窓口

でお申し出ください。ただし、申し

込みが多数の場合は抽選等により決 秋季大会開会式入場券

定します。) (おもて) (ゥ ら) (う 句)

なお、会場行き臨時パスの運行や� 口日回目ー囚田
港
紙
酔
号

氏

芭

住

"~ 
4 徳勝
ム詰1i
!烏 』 圃T 

z士今�  

2郎記

(
車
イ
ス
席
希
胡
障
の
有
無
}

『
駐
車
捗
を
晶
曲
、
す
る
理
由
)

百
匹
辛
大
企
間
企
式

東
四
国
国
体
入
場
券
希
望

口 田 町 四JR臨時ダイヤなどのご来場の詳し (
例
も
舎
か
な
い
で
く
だ
さ
い

園
勝
浦
町
大
字
久
国

字
久
保
田 
3
番
地

勝
浦
町
役
場
国
体
入
場
券

勝
浦
町
ム
ム
番
地

い交通手段については別途案内させ

ていただきますので、ご協力をお願

いします。� 

徳

回
島

太

閤1

MUS04
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第9回　勝浦町ソフトテニス大会清田に開催

MUS04
テキストボックス
ご来場の交通手段について

MUS04
テキストボックス
申し込み往復はがきの記載例

MUS04
テキストボックス

MUS04
テキストボックス
秋季大会閉会式　模擬国体の入場券
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F

講
習
会
(
植
物
昆
虫
採
集
)

開
催
の
お
知
ら
せ

小
学
生
・
保
護
者
の
ご
参
加
を
/

楽
し
い
夏
休
み
を
控
え
、
小
学
生

と
保
護
者
を
対
象
に
植
物

・
昆
虫
採

取
と
標
本
や
押
し
花
、
し
お
り
の
作
り

方
等
に
つ
い
て
、真
鍋
佳
資
先
生
の
ご

指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
こ
の
機
会

を
利
用
し
て
知
識
や
趣
味
を
豊
か
に

し
、
夏
休
み
を
自
主
的
に
有
意
義
に

過
し
て
ほ
し
い
も
の
と
思
い
ま
す

0

・
期
日
七
月
三
日
出

午
後
二
時

1
四
時

・
場
所	

勝
浦
町
図
書
館

一一
 

視
聴
覚
室

・
講
師	

真
鍋
佳
資
先
生

な
お
、
八
月
二
十
二
日
、
午
前
八
時

三
十
分
よ
り
十

一
時
ま
で
の
問
、

真

鍋
先
生
に
よ
り
、
標
本
の
個
々
の
名

前
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
の
で
、
採
集
し
た
標
本
を

ご
持
参
の
上
、
ご
指
導
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

置・・・田司‘--. 

且・・昭，


郷
土
資
料
展
示
室

・

版

画

展

北
斎

・
広
重

・
写
楽

・
歌
磨
な
ど

の
版
画
三
十
点
を
小
松
島
市
在
住
の

方
よ
り
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
に
町
内
有
志
の
版
画
二
十
点
を

合
わ
せ
、
七
月
一
日
よ
り

一
ヶ
月
間

展
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
オ

ラ
ン
ダ
の
最
も
偉
大
で
か
つ
革
新
的

な
画
家
ゴ

ッ
ホ
に
も
大
き
い
影
響
を

投
じ
た
日
本
の
浮
世
絵
師
た
ち
の
貴

重
な
版
画
を
こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

-
五
月
織
・
猿
織
展

先
日
、
四
国
放
送
で
放
映
さ
れ
た

勝
浦
町
山
田
、
大
島
さ
ん
よ
り
ご
寄

託
さ
れ
た
五
月
峨
四
点
を
八
月
三
十

一
日
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

故
大
島
幸
雄
氏
が
四
十
年
前
に
孫

の
た
め
に
画
い
た
力
作
を
こ
の
機
会

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

h
F
五
月
織

読
振
協
会
長
就
任
挨
拶

山

本

圭

一

六
月
二
十
九
日
の
読
書
会
の
総
会

で
、
前
会
長
仲
野
英
正
さ
ん
の
後
を

し
ば
ら
く
と
い
う
こ
と
で
お
ひ
き
う

け
を
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
未
熟
者

で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
新
し
い
図
書
館
が
で
き
て
本

を
読
む
人
達
も
増
え

て

い
ま
す
。

町
長
さ
ん
や
町
会
議
員
さ
ん
の
ご
厚

意
で
新
し
い
本
が
た
く
さ
ん
は
い

っ

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
来
館

く
だ
さ
い
。
私
も
本
が
大
変
好
き
で

子
供
の
頃
か
ら
ず
っ
と
読
み
続
け
て

お
り
ま
す
。
少
年
ク
ラ
ブ
か
ら
始
ま

り
、
江
戸
川
乱
歩
の
探
偵
小
説
も

一

生
懸
命
に
読
み
ま
し
た
。
大
閤
記
や

三
国
志
は 

で
も
毎
年

一
度
は
読
み

ま
す
。
不
思
議
な
も
の
で
、
二
十
代

三
十
代
、
四
十
代
と
読
む
年
代
に
よ

A
7

っ
て
受
け
と
り
方
が
違
つ
で
き
ま
す
。

良
い
本
は
何
回
で
も
読
め
て
、
読
む

た
び
に
新
し
い
発
見
を
し
ま
す
。
本

を
読
む
こ
と
に
よ

っ
て
私
の
今
ま
で
の

人
生
に
ど
れ
だ
け
助
け
ら
れ
た
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
皆
様
も
ス
ト
レ
ス
解

消
、
人
生
に
潤
い
を
も
つ
た
め
に
読

書
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
是
非
読
書
会
員
に
ご
加
入
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
い
る
と
い
う
。
即
ち
読
書
は
、
思

考
力
や
判
断
力
を
養
い
、
人
間
形
成

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
痛
感
し
ま
す
。
只
今
図
書
館

に
は
、
横
瀬
財
産
区
か
ら
の
多
額
の

寄
贈
も
あ

っ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
を

始
め
、
新
刊
書
の
数
々
が
書
架
一
杯

並
び
あ
な
た
の
来
館
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
図
書
館
を
利
用

し
て
自
己
学
習
は
も
と
よ
り
、
全
地

域
に
読
書
の
輪
を
広
げ
、
心
豊
か
な

文
化
を
育
て
ま
し
ょ
う
。 

-
お
知
ら
せ

日
曜
日
に
行

っ
て
い
ま
し
た
子

供
映
画
会
を
七
月
か
ら
土
曜
日
に

変
更
な
り
ま
し
た
。

読
振
協
会
長
退
任
挨
拶

仲

野

英

正

読
書
振
興
協
議
会
の
会
長
を
辞
任

図
書
館
行
事
と
休
館
日

版
画
展 

す
る
に
当
た
り
、
次
の
メ

ッ
セ
ー
ジ

を
|
最
近
の
小
学
生
か
ら
大
学
生
さ

ら
に
若
い
社
会
人
を
通
じ
て
読
書
力

の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ

る
調
査
に
よ
る
と
読
書
豊
か
な
者
は

職
場
に
入

っ
て
も
「
何
を
な
す
べ
き

か
」
「
ど
う
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
」
な

ど
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
が

そ
う
で
な
い
者
は
「
指
示
待
ち
症
候

群
」
と
い
わ
れ
、
上
司
の
命
令
や
指

示
が
な
け
れ
ば
何
を
や

っ
て
い
い
か

*
五
月
蟻
・
猿
幡
展

1
日

1
8
月
白
日

図
書
館 

郷
土
資
料
室

女

植
物
・
昆
虫
採
集
標
本
作
り
方
講
習
会


つ 
門口



図
書
館 

視
聴
覚
室


講
師
真
鍋
住
資
先
生


女
土
曜
こ
ど
も
映
画
会

d

2

F

2
F

日
日
・
口
日

・

2
時

1
3
時

日

女
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回

わ
か
ら
な
い
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属

7
日 

-
日 

以
上
を
占
め

O
%

-R
	

-R



n

M

す
る
人
た
ち
が
七 

休
館
日

固

J-


1
日
1
紅
白

図
書
館 

郷
土
資
料
室

2
F

内
容
は
お
た
の
し
み
に
。

5
日
・ロ
日
・日
日 

J 
M
ω

日 
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す
わ
る
こ
と
な
く
、
重
い
足
ど
り

で
パ
ス
を
降
り
て
い
き
ま
し
た
。

あ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
ど
ん
な
気

持
ち
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
、
あ
の
時
の
周
り
の

人
々
は
、
席
を
ゆ
ず
ろ
う
と
し
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
「
私
は
立

っ
て
い
た
か
ら
仕
方
な
か

っ
た
。」

と
と

っ
さ
に
、
私
は
こ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
思

っ

た
時
私
は
、
や
は
り
ま
わ
り
で
眺

め
て
い
る
だ
け
の
第
三
者
で
あ

っ

た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。
こ

う
い
う
考
え
方
を
し
て
、
そ
の
場

を
逃
げ
る
生
き
方
ば
か
り
を
し
て

き
た
の
で
す
。
私
だ

っ
て
、
あ
の

時
、
パ

ス
の
中
で
勇
気
を
出
し
て

声
を
か
け
、
お
ば
あ
さ
ん
を
す
わ

ら
せ
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
た
は

ず
で
す
。
私
は
た
ぶ
ん
、
今
ま
で

こ
ん
な
ふ
う
に
逃
げ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。
今
さ
ら
な
が
ら
、
し
み

じ
み
と
自
分
が
情
け
な
く
、
反
省

を
し
ま
し
た
。

今
ま
で
、
十
五
年
間
生
き
て
き

て
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
人
権
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
世
の
中
の
大
部
分

の
人
は
、
口
で
は
、
「
か
わ
い
そ
う
」

と
か
「
人
を
大
切
に
す
る
」
と
か

言
い
ま
す
が
、
本
当
に
、
人
の
立

場
に
立

っ
て
考
え
、
行
動
で
き
る

人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
年
に
な

っ
て
、
進
路
の
こ

と
を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
、

社
会
の
こ
と
、
今
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
見
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
私

の
考
え
方
で
は
、
人
権
を
尊
重
し

よ
う
と
大
き
な
顔
を
し
て
言

っ
て

も
、
結
局
だ
め
な
の
で
す
。
自
ら

が
積
極
的
に
実
行
し
て
い
く
精
神

が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
人
は
、

ど
う
し
て
も
周
り
の
人
に
合
わ
せ

て
行
動
し
よ
う
と
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
人
権
問
題
に
つ
い
て

は
、
自
分

一
人
か
ら
で
も
、
と
い

う
強
い
意
志
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
今
の
世
の
中
で
、
積
極
性
の

あ
る
人
間
に
な
る
と
い
う
の
は
、

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
向
か
い
風
は
強
く

て
も
、
人
を
大
切
に
し
て
生
き
て

い
く
と
い
う
生
き
方
だ
け
は
、
貫

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�
 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら
)
�
 

fJ長予言
 

年
生

中
学

私
の
生
き
方
と

人
権
問
題

阿
南
市

の
中
に
、
足
を
重
そ
う
に
ひ
き
ず

っ
て
歩
く
お
ば
あ
さ
ん
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
足
に
障

害
を
持
つ
人
だ
と
い
う
こ
と
が
、

そ
の
場
の
人
々
に
は
分
か

っ
た、だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
よ
ろ
と

歩
く
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
ち
ょ
う

ど
目
の
前
に
パ
ス
の
乗
り
口
が
き

て
止
ま
り
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
を

見
て
「
ち
ょ
う
ど
よ
か

っ
た
」
と

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
動
ド

ア
が
聞
い
て
そ
の
人
が
さ
て
乗
ろ

う
と
、
ゆ

っ
く
り
入
口
の
手
す
り

に
手
を
の
ば
し
た
、
そ
の
時
で
す
。

お
し

ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
高
校
生

が
ず
い

っ
と
前
に
出
て
き
て
、
そ

の
人
を
突
き
と
ば
す
よ
う
に
、
わ

れ
先
に
と
パ
ス
に
乗
り
込
ん
で
い

っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
に
お
ば
さ

ん
達
や
高
校
生
の
人
達
が
ど

っ
と

乗
り
口
に
殺
到
し
て
き
ま
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
は
少
し
よ
ろ
め
い
て
、

後
ず
さ
り
を
し
ま
し
た
。
私
は
な

ん
と
い
う
情
け
な
い
光
景
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
パ
ス
に
乗
る
の
が

早
か
ろ
う
が
遅
か
ろ
う
が
、
別
に

関
係
な
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

あ
の
人
達
に
は
、
ゆ
ず
り
あ
い
、

思
い
や
り
、
い
た
わ
り
と

い
う
よ

う
な
心
が
果
た
し
て
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
み
ん
な
乗
る
時
、
ち
ら

ち
ら
と
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

く
の
で
す
。
い
い
年
を
し
た
大
人

も
そ
う
で
す
。
私
は
�
 お
ば
あ
さ
ん

に
先
に
乗

っ
て
も
ら
お
う
と
思

っ

て
言
お
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
の
前
に
い
た
若
い
女
性

が
「
ど
う
ぞ
。」
と
お
ば
あ
さ
ん
を

先
に
乗
せ
ま
し
た
。
私
が
最
後
に

乗
り
込
む
と
、
ド
ア
が
閉
ま
り
、

パ
ス
は
発
車
し
ま
し
た
。
車
内
は

す
ご
い
人
の
数
で
、
立

っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
に
私
も
い
て
、
あ
の
お
ば
あ

さ
ん
も
い
ま
し
た
。
左
側

一
列
の

シ
ル
バ
ー
シ
l
ト
に
は
、
高
校
生

や
お
ば
さ
ん
が
す
わ

っ
て

い
て
、

も
う
シ

ル
バ
ー
シ
l
ト
な
ん
て
、

h

全
然
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
も
、
高
校
生
は
う
る
さ
く
し

ゃ
べ
っ
て

い
る
し
、
ど
の
人
も
席

が

一
つ
あ
け
ば
、
わ
れ
先
に
と
、
席

に
お
尻
を
ね
じ
こ
ん
で
き
ま
す
。

ま
っ
た
く
情
な
い
、
人
間
の
恥
じ

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
結

局
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、
最
後
ま
で

.私
は
、
五
体
満
足
で
周
囲
の
環

境
に
も
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て

い
る
中
学
生
で
す
。
だ
か
ら
、
世

の
中
で
苦
し
い
思
い
を
し
な
が
ら

生
き
て
い
る
人
た
ち
に
と

っ
て、

知
ら
な
い
う
ち
に
第
三
者
的
な
存

在
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、

私
は
人
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
第

三
者
の
も
の
の
見
方
は
絶
対
し
た
く

な
い
と
い

つ
も
思

っ
て
い
ま
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
こ
の
町
に
も
、

心
や
身
体
に
障
害
を
持
つ
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
前
私
は
、

友
達
の
家
に
行
く
の
に
パ
ス
に
乗

る
た
め
、
近
く
の
停
留
所
に
い
ま

し
た
。
そ
こ
は
、
こ
の
辺
り
で
も

一
番
人
が
乗
り
降
り
す
る
の
が
多

い
停
留
所
の
一
つ
で
、
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
パ
ス
が
向
こ
う

か
ら
来
る
の
が
見
え
て
く
る
と
、

人
々
は
立
ち
上
が

っ
た
り
、
少
し

前
に
出
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ

F
V
 回
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h
~

f
し夜間救急当番表

7月 1日 1券 j甫病 院 2-2555 

7月 3日 赤岩 医 院 2-2006 

7月 5日 日券 浦病 院 2-2555 

7月 7日 上勝診療所  6-0302 

7月 9日 勝 浦病 院 2-2555 

7月⑪日 山 西 医 院 2-3027 

7月13日 日券 j甫病  2-2555 

7月15日 湯浅医  2-2003 

7月17日 1券 j甫 病 院 2-2555 

7月19日 赤岩 医 2-2006 

7月21日 勝 j甫病 院 2-2555 

7月23日 上勝診療所  6-0302 

7月⑫日  1券 浦病  2-2555 

7月27日 山 西医 院 2-3027 

7月29日 IJ券 j甫病 院 2-2555 

7月31日 湯浅医  2-2003 

平日 午後 6時から翌朝  9時まで

休日午後  7時から翌朝  9時まで じ- 三.....~ん

活
動
に
、
樹
木
の
育
成
に
、
自
然
の

保
護
活
動
に
と
様
々
な
体
験
を
大
切

に
活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
徳
島
県
か
ら
隊
旗
が
贈
呈
さ
れ
ま

。

が
徳
島
県
立
神
山
森
林
公
園
に
お
い

て
、
快
晴
の
大
空
の
下
で
行
わ
れ
ま

。

ーし� 
h
~こ

の
式
の
中
で
、
平
成
五
年
度
に

結
成
さ
れ
た
「
坂
本
緑
の
少
年
隊
」

五
月
二
十
一
日
幽
徳
島
県
植
樹
祭

、ーーー一一ーー一一戸/

-

川

柳

「木」

木
に
記
す
相
合
い
傘
も
時
効
で
す

美

馬

真

由

木
の
家
に
木
の
家
具
が
あ
る
幸
が

あ

る

殿

川

早

苗

梅
古
木
今
年
も
咲
い
て
香
を
放
つ

谷

新

太

郎

日
曜
日
父
は
木
馬
の
役
に
な
り

駒
津
こ
つ
ゆ

松
、
だ
け
が
思
い
出
残
す
里
の
家

桜

木

千

代

ま
だ
や
る
気
今
年
も
み
か
ん
苗
木

買

う

黒

井

瞳

丸
木
舟
流
れ
つ
く
の
は
母
の
胸

前

田

千

恵

ま
だ
夢
を
少
こ
う
し
抱
い
て
接
木

す

る

竹

田

あ

ゆ

み

晴
れ
わ
た
り
木
の
香
も
高
く
棟
を

あ

げ

真

木

し

げ

お

「
若
い
」

ヤ
ッ
ホ
!
と
木
霊
が
返
す
若
い
声

山
下
ふ
さ
を

若
く
て
も
命
保
証
の
な
い
車

錦
内
常
一

若
い
な
と
言
わ
れ
て
眼
鏡
か
け
な

お

す

谷

酔

参

会
合
に
少
し
若
い
が
着
て
で
よ
う

小
林
つ
る
お

化
粧
し
て
髪
染
め
若
い
つ
も
り
で

す

倉

橋

加

辻

お
若
い
と
言
わ
れ
猫
背
を
反
っ
て

み

る

穏

台

綾

ま
だ
若
い
た
ま
に
と
き
め
く
胸
が

あ

る

今

川

の

ぼ

る

「
雑
詠
」

カ
レ
ン
ダ
ー
塗
っ
て
退
院
待
つ
ベ

ッ

ト

後

藤

列

東

不
況
風
ど
こ
に
吹
く
の
か
花
見
客

岩
本
よ
し
お

込
み
入
っ
た
話
を
嫌
う
冷
や
奴

丸

山

香

月

幸
せ
の
隣
で
今
日
も
生
き
て
い
る

日

下

美

里

束
の
間
の
幸
せ
求
め
湯
に
浸
る

折

部

沙

恵

暦
見
て
見
合
い
が
決
ま
る
よ
い
日

柄

相

原

大

峰

雨
や
ど
り
思
わ
ぬ
人
と
友
に
な
る

田

中

思

葦

ガ
ス
閉
め
た
記
憶
な
い
ま
ま
パ
ス

発

車

中

田

万

里

お
手
本
を
示
し
た
は
ず
が
孫
に
負

け

林

と

み

え

梅
雨
来
て
挿
木
相
談
垣
根
越
し

堀

梅

子

受
話
器
へ
猫
な
で
声
の
妻
が
出
る

上

岡

久

子

吾
を
見
て
機
嫌
か
わ
ら
ぬ
愛
犬
は

北
島
ア
サ
ノ

※
一
口
ア
ド
バ
イ
ス
�
 

-
川
柳
は
駄
酒
落
で
は
あ
り
ま
せ

ん。

-
川
柳
は
人
聞
を
う
た
う
も
の
で

す。⑧
⑧
⑥
⑥
⑧
⑧


横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

T
E
L

二
1

四
五
八
三


七
月
五
日
〆
切
俳
句
一
人
二
句


八
月
五
日
〆
切
短
歌
一
人
一
首


※
作
品
の
す
べ
て
は
原
稿
の
ま
ま

掲
載
し
て
い
ま
す
。
選

・
添
削
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

宛

先


困

MUS04
テキストボックス
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ご
利
用
く
だ
さ
い


私
た
ち
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー


平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
勝
浦
町
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
方
や
、
身
体
が
不
自
由
な

方
、
ま
た
ご
自
宅
で
お
世
話
さ
れ
て

い
る
家
族
の
方
々
の
た
め
の
相
談
機

関
で
す
。

こ
こ
で
は
寝
た
き
り
や
姉
呆
の
方

の
在
宅
介
護
や
そ
の
他
、
お
年
寄
り

が
在
宅
生
活
を
お
く
る
上
で
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
を
お
受
け
す
る
と
こ
ろ
で

す。
ご
自
宅
に
い
て
気
軽
に
、

い
つ
で

も
介
護
の
相
談
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
「
少
し
の
問
、
お
ば
あ
さ
ん
を
預

か
っ
て
ほ
し
い
」
「
お
じ
い
さ
ん
の
お

世
話
を
手
伝

っ
て
ほ
し
い
」
「
お
風
呂

に
い
れ
た
い
が
、

一
人
で
は
不
安
で

あ
る
」
な
ど
、
私
た
ち
が
み
な
さ
ん

の
お
話
し
を
聞
き
、

一
緒
に
考
え
な

が
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
用
品
の

紹
介
等
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
ご
自
宅

ま
で
お
伺
い
し
ま
す
。

勝
浦
町
で
介
護
す
る
方
、
さ
れ
る

方
、
両
方
が
で
き
る
だ
け
楽
に
、
ま

た
永
く
ご
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
困
っ
た
と
き
、 
-悩
ん
だ
と

き
、
ま
た
迷
っ
た
と
き
お
気
軽
に
ご

O
O

利
用
く
だ
さ
い
。

密
は
守
り
ま
す
)

一一
|
三
七 

で

利
用
料
は
無
料
で
す
。
(
個
人
の
秘

電
話
番
号
は
、

!大]	 句千、子� H寺!調書士� 

1 ホ、ランティア(ケアフレンド)とは� 2 

2 施設 ・在宅サービスの制度について� 2 

3 寝たきり・痴呆性老人との接し方について� 2 

4 老年期の心身機能の低下とその特徴について� 2 
3誇� 

5 代表的な老人性疾患について� 2 

言隻� 

技
講
習

実

6 緊急時の対応・知識について� 2 

7 超高齢化社会に備えて� 2 
議� 

8 障害者の福祉� 2 

9 ホームヘルプサービス入門� 2 

10 家事援助入門� 2 

l 介護器具等の知識・使用方法� 1 
介� 12 体位交換� 
諮

1 

4 消拭(洗髪 ・� 1育拭 ・足浴)� 

3 入浴介助と着手宇え� 

1 

5 排情の介護� 1 

6 リJ、ビリテーション� 1 

1 老人食調理講習� 8 

介� 2 老人等家庭訪問技術講習� 2 

3 車椅子の(移動)の介助� 8 
3た.� 

4 食事介助� 8
技

5 レクリエーション� 8実� 

習� 6 老人との対話� 8 

7 特別養護老人ホーム ・デイサービスセンタ一見学実習� 8 

す。

“縄民
司令

ソーシャルワーカー(社会福祉士)

増田晃代さん� 
(中角)

介護福祉士(看議婦)

松田高代さん� 
(棚聖子)

"一一一一I--...J'r--J'''''-J''''"-J'r-..J'一一一一一一一一一'-""'-'"….-..".-..，一一一� l l …'-""'-'"….-..".-..，一一一一一一r--.J l l l …r-..Jr--..J'''''''''''''，r--Jr--.，Jr--.，J	 lr--..Jr--.Jr-..Jr--.，J l

あなたら参加してみませんか


ー ほのぼのケアフレンド募集のお知らせ� -

講習会カリキュラム (合計76時間)

徳島県老人福祉施設協議会主催による

ほのぼのケアフレンド事業が、特別養護

老人ホーム喜楽苑で実施されます。

急速に進む高齢化社会において、地域

福祉、在宅福祉の担い手となる介護ボラ

ンティアを老人福祉施設での研修を通し

て広く養成することを目的として実施さ

れます。

この機会に、ぜひ参加していただいて、

介護について共に考えてみませんか。み

なさんの参加をお待ちしています。� 

-実施主体 徳島県老人福祉施設協議会

・活動内容及び研修内容 別表のとおり

・募集人員� 30 名

・募集期間

平成� 5年� 7月� 1日~平成� 5年� 7月15日

・研修活動期間

平成� 5年� 8月� 1日~平成� 6年� 3月31日

・申し込み先	 勝浦町社会福祉協議会� 

2 -2511 (内線58番)

カ日� -参� 費 EE 事ヰ� 

回
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・・・・
・・30
 ・ 付...・受� 

共催開 ......会..� .11:15"'"
13:45"'" 


勝浦川漁業協同組合.11:ぁゅのつかみ ど り........・・� 14:00"'"15:30
 ・・・・・� ・・ 30""'13:00 


15:30""'17: ・ ゲ・・00 ・・・・・・ ム ......等.. 1.
3:
00"'"15:00 


四

〈とき〉 〈参加料� )(1日につき)

平成 5年7月24日(剖・ 25日(日) 大人(中学生以上) 前売り2，000円・当日2，800円

子供(小学生)前売り1，300円・当日1，800円� 
〈ところ 〉

(4歳以上) 前売り� 500円・当日� 700円

今 山 橋下流河川敷�  ※団体(10名以上)で申し込まれた場合は� 1割引きとい

たします。

責参加申し込みについて

希望者は、参加者の氏名 ・年齢 ・電話番号・住所 ・参加希望


日を明記のうえ、参加人数分の参加料(現金書留または定額小


為替) を同封してお申し込みください。折り返し参加券を送付 


いたします。


.申込締切 7月20日凶


. 申 込 先 勝浦郡勝浦町大字久国字久保田� 3番地


勝浦町役場内「勝浦町観光協会事務局」� 

T E L 08854-2 -2511 


女その他

.雨天の場合も実施いたします。


.参加券の払い戻 しはいたしませんのでご了承ください。


.小さいお子さんは、必ず保護者の方が同伴してください。
 

4砂網及び手袋の使用は禁止していますので、持参しないでくだ


さp。

.万一事故が発生しでも 、一切責任は負いません。
 

l7月25州
主催

・・・.10:00""'11:0012 :30"'" 
 勝浦町観光協会13: .

MUS04
テキストボックス
勝浦川あゆまつり

MUS04
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主催勝浦町観光協会共催勝浦川漁業協同組合



険さ
でし
すで
。σ〉
臼

車

交通事故相談日

-日 時 7月26日(月)

午前9時から

午後4時まで

-場所 小松島中央会館

・相談員 相田伸夫

※お気軽にご相談ください。� 

民験う区予 受 験 資 格 採用芸人員 試 験 日 試験地 申し込み受付期間� 

一
般

事

務
. 
初

級

昭和43年4月2日から

昭和51年4月1日まで

に生まれた方

若

干� 

名� 

平成� 5年8月29日

(日i曜日� )

徳島県立

徳島農業

高等学校

平成� 5年7月12日から

平成� 5年7月27日まで

の執務日の午前� 8時30

分から午後� 5時，

(土曜日，日曜日は除 く。� 

郵便による申し込みは，

7月27日までの消印の

あるものに限り 受付け

します。� 

¥i‘¥
¥ 

¥ 
、、

は傘
、 危を�  

町
職
員
採
用
統
一
試
験


次
の
と
お
り
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
の

で、

希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
用
紙
を
町
役
場
総

務
課
ヘ
請
求
の
う
え
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。(
試
験

案
内
は
総
務
課
で
七
月
十
二
日
か
ら
交
付
し
ま
す
)

雨
の
日

一
日
に
お
け
る
交
通
事
故

雨
の
降
り
始
め
は
、
特
に
路
面
が

す
べ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
悶
が
強
く
降
り
路
面
に
水
が
た

ま
る
と
ブ
レ
ー
キ
や
ハ
ン
ド
ル
が
全

く
効
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
雨
の
日
は
速
度
を
落
し
、
車
間

距
離
を
多
め
に
と
り
走
行
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
、 
7
。

山
川
急
発
進

・
急
ハ
ン
ド
ル
・
急
ブ

レ
ー
キ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ

ー
キ
な
ど
の
急
激
な
操
作
は
横
す
べ

り
な
ど
の
原
因
に
な
り
、
思
わ
ぬ
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン

・

ブ
レ
ー
キ
を
有
効
に
使

っ
た
り
、
ブ

レ
ー
キ
・
ペ
ダ
ル
を
数
回
に
分
け
て

踏
む
な
ど
運
転
の
基
本
を
守
り
、
事

故
を
未
然
に
防
、
ぎ
ま
し
ょ
う
。

凶
夜
間
の
運
転
に
は
持
に
注
意
し

も
と
に
十
分
気
を
つ
け
る
よ
う
声
を

か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

間
安
全
な
道
路
の
横
断
に
心
が
け

ノ
。

中広 

)
レ 

I

A
F
A

雨
の
日
は
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者

も
前
後
左
右
が
見
え
に
く
い
た
め
、

道
路
の
横
断
は
信
号
機
の
確
認
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
車
が
こ
な
い
か
ど

う
か
目
や
耳
で
前
後
左
右
十
分
確
認

し
て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
が
心
掛
け
る
こ
と

山

安

全
な
視
野
の
確
認
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

降
雨
時
に
は
、
ワ
イ
パ
ー
を
使
用

し
て
も
、
動
く
範
囲
が
限
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
晴
天
時
に
比
べ
て
著
し

く
視
野
が
狭
め
ら
れ
、
前
方
の
見
通
し

も
悪
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
自
分
の
右

側
が
見
え
に
く
い
た
め
、
右
折
す
る

車
や
右
側
か
ら
く
る
歩
行
者
に
は
十

-R
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ワ
イ

パ
ー
の
作
動
が
悪
い
と
視
野
を
保
つ

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
常
に
整
備
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

間
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
車
問
距

離
は
十
分
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

品ト
・「ノ

l 	

は
、
晴
天
の
日
一
日
と
比
較
す
る
と

二
倍
以
上
に
も
な

っ
て

い
ま
す
。
雨

の
日
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

女
お
母
さ
ん
が
心
掛
け
る
こ
と

山

雨

具
は
安
全
色
を
使
用
し
ま
し

ょ・
 

7
。

) 

安
全
色
(
白
や
黄
色 
)
の
雨
具

を
使
用
す
る
と
、
遠
方
の
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
で
も
よ
く
み
え
ま
す
。
で
き

る
だ
け
明
る
い
色
の
雨
具
を
選
び
ま

ーし

。

似
傘
は
正
し
く
さ
し
ま
し
ょ
う
。

傘
を
前
に
傾
け
て
さ
し
た
り
、
肩

に
か
た
い
だ
り
す
る
と
、
自
分
の
前

が
見
え
な
い
ば
か
り
か
、
狭
い
道
路

で
車
に
接
触
し
て
思
わ
ぬ
事
故
に
つ

な
が
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
か
さ

は
周
り
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
、
少

し
上
に
持
ち
あ
げ
、
ま
っ
す
ぐ
さ
す

よ
う
に
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

間
持
ち
も
の
は
で
き
る
だ
け
少
な

¥
I
ν

ノ 

土 

しレムケ「ノ。

A
F
I

雨
の
日
は
傘
を
さ
し
た
り
、
レ

イ
ン
コ
ー
ト
な
ど
を
着
て
お
り
危
険

に
あ
っ
た
と
き
、
機
敏
な
行
動
が
で

き
ま
せ
ん
。
手
さ
げ
や
カ
バ
ン
な
ど

は
持
た
せ
な
い
よ
う
配
慮
を
し
、
な

る
べ
く
自
由
に
行
動
が
で
き
る
よ
う

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

凶
路
面
の
ス
リ
ッ
プ
に
気
を
つ
け

中
ま
し
ょ
弓
ノ
。

雨
の
た
め
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路

で
も
ゴ
ミ
や
土
ほ
こ
り
の
た
め
す
べ

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
足

宇品
 

しレ
 

ノ

雨
の
夜
は
、
照
明
の
効
果
が
減
少

r

A
F
A
O

し
て
視
界
が
悪
い
た
め
、
歩
行
者
に

気
づ
く
の
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

無
理
な
追
越
し
ゃ
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
す
、
ぎ
等
無
謀
な
運
転
は
つ
つ
し
み

安
全
を
第

一
に
慎
重
な
運
転
に
努
め

宇品
 

しょ切

f

っ。

回
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正木ダムからのお知らせ


砂正木ダムは、洪水調節を主目的として造られた多目的ダムです。 

O台風が近づくと、ダムから前もって放流を行いますから、

雨が降らなくてもダムの下流では、川の水が増してきます。 

0天気のよい時でもダムの上流に雨が降ると、ダムの下流も

川の水かさが増してきます。

砂ダムから水を流すときは、サイレンを鳴らします。

サイレンが鳴ったときは、急いで河原から安全な場所に上が

ってください。 

o河原で遊んだり、魚釣りをしているとき。 

0仕事をしているとき。 

O水泳、キャンプをしているとき。 

0子供たちゃ他所からきた人たちには、お互いに注意しあい

ましょう。

砂ダムから水を流すとき 、サイレンを鳴らす方法。

サイレンやすみサイレン やすみサイレン 
O大きな水を流すとき。ーーー ーーー ーーー(3回) 

1分 10秒 1分 10秒 1分 

0急に大きな水を流すとき、サイレンを 9固ならします。

砂台風が近づくときや、大雨が降りそうな時は、特に注意して、

水難事故から子供たちを守りましょう 。

砂ダムからの放流警報についてのお問い合わせは

徳島県正木ダム管理所 宮 08854-5-031

“夏の事故wにご用心

圃置霊童;JJ]歪蓋酒田

暑い日が続く毎日で、す。この季節、水辺は子

どもたちの格好の遊び場になります。そこで心

配なのが、*難事故。海や川でおぼれたり池に

転落したり……。平成 4年の 6月から 8月の間

だけで、 106人の幼い命が失われました。このよ

うな悲劇があなたの周りで起こらないようにす

るためにはどうしたらいいのか、去年実際に起

きた事故例をもとに考えてみまし ょう。 

O子ども 9入力ずため池でザリガニ捕りをしてい

たところ、一人が足を滑らして転落。助けよう

とした子どもも次々に転落し、 3人が死亡。 

(新潟県)

肝心なことは、子どもたちだけで、水辺に近づ

かせないということです。海や }IIはもちろん、

大人なら何でもないような水たまりなどでも事

故が起こることがあります。近所で、水の事故が

起こりそうな所をチェ ックしておき 、日ごろかち

「こういう所では子どもたちだけで遊んではい

けませんよ」と言い聞かせておきましょう 。

もし、子どもを水辺で遊ばせるのなら、必ず

大人が一緒についていきましょう 。 

05歳の保育園児が誤って川に転落し、死亡。

子どもが転落したとき、一緒に川にきていた

母親は、現場から離れたところで知人と立ち

話をしていて気づかなかった。(大分県) 

O子どもが、親より先に川ヘ駆けだし、深みに

はまり死亡。(鹿児島県)

大人がついていても、目を放しては意味があ

りません。また、動き回る子どもについてゆけ

ずに子どもと離れ、そこで事故が起きて救助が

遅れることもあります。なるべく手の届く範囲

で子どもを遊ば、せることが大切です。

お父さん お母さん

子どもを守るのはあなたです

回



農
薬
危
害


い
て

防
止
に


水
田
、
果
樹
園
等
に
お
い
て
は


秋
の
収
穫
前
ま
で
は
各
種
農
薬
が


使
用
さ
れ
ま
す
.が

、
農
薬
に
よ
る


つ

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

次
の
注
意
事
項
を
よ
く
守

っ
て
く

だ
さ
い
。

圃
闘
圃

め
ま
い
、
頭
痛
が
生
じ
た
り
、

気
分
が
少
し
で
も
悪
く
な

っ
た
場

圃
幽
園

合
に
は
、
医
師
の
診
断
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

回
目
・

作
業
後
は
、
手
足
は
も
ち
ろ

ん
、
全
身
を
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、

限
を
水
洗
し
、
作
業
期
間
中
は
衣

服
を
毎
日
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

園
出
圃

安
全
な
場
所
に
鍵
を
か
け
て

保
管
す
る
等
、
農
薬
の
保
管
管
理

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

圃
幽
圃

使
い
残
し
の
農
薬
を
不
注
意

に
廃
棄
し
た
り
、
不
用
に
な

っ
た

農
薬
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

回
幽
圃

残

っ
た
散
布
液
や
防
除
器
具

等
の
洗
浄
液
は
、
直
接
用
水
や
河

川 い料 圃
等
へ

流
れ
込
む
こ
と
の
な
い
よ

よ水 ー
う
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

うの農
に容薬
し器は

園
出
・

農
薬
の
空
容
器
の
処
理
に
当

で等他

た

っ
て
は
、
容
器
を
十
分
洗
浄
し

く)の

だへ容

た
後
に
廃
棄
、
消
却
す
る
等
、
適

切
に
行

っ
て
く
だ
さ
い さ移器
。 いし  (

。か清

園
間
国

農
薬
残
留
に
関
す
る
安
全
使 な飲

え涼

用
基
準
等
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た

使
用
基
準
、
使
用
回
数
等
を
守
り
、

農
作
物
の
出
荷
に
当
た

っ
て
は
、

食
品
衛
生
の
観
点
か
ら
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

水
産
動
物
の
被
害
防
止
に
関

す
る
農
薬
安
全
使
用
基
準
及
び
県

の
定
め
た
水
質
汚
濁
性
農
薬
の
取

扱
要
領
に
従
い
、
水
田
周
辺
の
養

魚
池
の
淡
水
魚
や
沿
岸
養
殖
魚
介

類
の
被
害
や
河
川
、
水
道
水
源
等

の
汚
染
防
止
に
留
意
す
る
等
環
境

保
全
の
観
点
か
ら
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
産
動
物
の
被
害
防
止

に
関
す
る
農
薬
安
全
使
用
基
準
の

対
象
に
な

っ
て
い
な
い
農
薬
の
使

用
に
当
た

っ
て
も
河
川、

湖
沼
等

の
周
辺
で
の
使
用
に
際
し
て
は
、

水
産
動
物
に
対
す
る
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
十
分
な
配
慮

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

圃
幽
・

農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、

子
供
そ
の
他
散
布
に
関
係
の
な
い

人
が
作
業
現
場
に
近
づ
か
な
い
よ

う
配
慮
し
、
居
住
者
、
通
行
人
、

家
畜
、
蚕
等
に
被
害
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
、
風
向
き
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
家
畜
、
蚕、

ミ
ツ
バ
チ
等
有
用
動
物
の
害
に
な

ら
な
い
よ
う
散
布
前
に
関
係
者
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

間
幽
園

水
田
の
除
草
剤
の
う
ち
、
特

に
田
植
前
後
に
使
用
で
き
る
薬
剤

に
つ
い
て
は
、
植
代
後
か
ら
田
植

前
の
落
水
に
よ
る
散
布
の
効
率
低

下
を
防
止
す
る
た
め
、
極
力
田
植

後
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

F

田

園

農
薬
の
使
用
に
当
た

っ
て
は
、

容
器
の
表
示
事
項
等
を
よ
く
読
ん

で
安
全

・
適
正
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

圃
園
・

体
の
調
子
が
悪
い
と
き
、
不

健
康
な
人
、
著
し
く
疲
労
し
て
い

る
人
等
は
、
散
布
作
業
に
従
事
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

回
目
圃

農
薬
の
調
整
ま
た
は
散
布
を

行
う
と
き
は
、
ゴ
ム
手
袋
、
農
業

用
マ 
ス
ク
、
保
護
メ
ガ
ネ
等
を
着

用
し
、
保
護
装
置
を
整
え
、
農
薬

の
取
扱
い
を
慎
重
に
行

っ
て
く
だ

え」い
。

i

田
園
田

散
布
に
当
た

っ
て
は
、
事
前

に
防
除
機
等
の
十
分
な
整
備
点
検

を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

圃
固
圃

散
布
作
業
は
、
風
の
弱
い
朝

タ
の
涼
し
い
時
間
帯
を
選
び
行
い
、

一一 1
三
時
間
で
交
替
す
る
の
が
理

想
で
す
。

田
園
園

風
下
か
ら
の
散
布
、
水
稲
の

病
害
虫
防
除
の
際
の
動
力
散
粉
機

(多
孔
ホ 

ス
噴
頭
)
の
中
持
ち


等
は
や
め
、
農
薬
を
な
る

べ
く
浴


び
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
注


意
し
て
く
だ
さ
い
。


圃
岡
田

作
業
前
日
及
び
作
業
後
は
、

飲
酒
や
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
よ
う

/τ工五五入徳島県改良普及員
慢エン/ 資格試験実施について

改良普及員の資格試験が 8 月 26~27 日の 2 日

間にわたり 、徳島県郷土文化会館において実施

されます。

受験願書の受付期聞は今月の  5日までとなっ

ています。

受験を希望される方は、 7月 2日までに産業

課へお申し込みくださ  Po

受験資格、受験手続等の詳しい説明書を差し

上げます。

回
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7月の健康行事
不明な点は環境衛生課、保健婦へ。

日 11翠 内 ，旬，ι4、、‘. 対象 者 受付時間 士易 所 持参するもの他

木� 4ドf，;公乙、 l口k 健 康 舌ロ人ク' 』フ豆忙 一 般の方�  8 :30~10:30 星 谷集会所�  健 康 手帳

4 日 婦人(子宮、乳J!泉、甲状腺)検診 満30歳以上の方� 12:30~ 14:00 坂本集会所�  
〈料金〉

子宮…� 400円
乳腺、甲状腺� 250円

8 木 出志 辺ロ、健 康 圭ロJ人' 査 一 般 の方 �  8 :30~ 10:30 
農村環境

改善セ ンター� 
健 康 手帳

15 木 高志 ぷ口誌、 健 康 人J圭ロ ' 査 一 般 の方 �  8 : 30~ 10:30 横瀬集会所�  健康手帳

21 水 健 康 キ目 EHEP4Kビ 一 般の方�  10:00~ 11:30 勝浦会館�  健 康 手帳

22 木 高志 メロ〉、 健 康 圭ロ人フ' 査 一 般の方�  8 :30~ 10 : 30 中 山 集 会 所 �  健 康 手帳

23 金 呈ロ手L 児 健 康 ~ 査� 
H 5. 1.1 ~5.31 

までに生まれた子� 
13: 30~14: 00 勝浦病院 母子手帳

29 木� *z: iロk 健 康 苦ロ八?>' 査 一 般 の方 �  8 :30~ 10:30 沼江集会所�  健 康 手帳

30 金� 2 歳児健康診査�  
H 3.4 .1 ~7.31 

までに生まれた子
13:30~ 14:30 勝浦病院 母子手帳

31 土 婦人(子宮、乳腺、甲状腺)検診 満30歳以上の方� 12:30~ 14:00 
農村環境�  

改善セ ンター� 

(料金〉
子宮 0・・ 400円
乳1車、甲状腺� 250円

q総合健診を受けよう�  p
自分の健康を自分で守るため、定期的に必ず健診を受けましょう 。

健診の目的は、病気の早期発見だけではありません。身体の機能が

年々どう変化しているかを知り、健康維持の対策に役立てるという

ねらいもあります。

内容は右のとあ、りです。

ただし料金は、生活保護世帯の方、市町村民税非課税世帯の方及

び満70歳以上の方は無料です。受付時にお申し出 くださ� p。

※総合健診のなかで胃検診を受診される方は、前日の午後� 9時以降

と当日検査が終了するまで何も食べないようにしてください。� 

また基本健診を受診される方は、血液検量がありますので当日朝

食をとらずにおこし ください。

検診項目 料

胃 中食 圭ロJ八P 

基本健診

(循環器健診)

結核検診

金� 

500円

金正 車ヰ

鑑 事ヰ

1市がん検診�  
100円� (レントゲンのみ)

大腸がん検診� 

400円� (レントゲン+略療検査) 

600円

回
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1 1~2歳児??忠信康寸


赤ち ゃんが.初めてことばをし ゃべるのは、だいたい

生後  10か月から  1歳 2-3か月の聞です。そして  1歳

半くらいになると 、単語の数も  10くらいふえます。 2

歳近くになると 、早い子どもは、「 ブーブーキタJrワン

ワンイナイ」など 、2語文をし ゃべる子もいます。子ど

もが言葉をし ゃべ り始めた ら、

しましょう 。 ただ 、 こと ~.fの発達の時期には個人差が.あ

りますから 、遅くても心配ありません。話しかけても

反応しない、ことばを理解しない、ほかの子と遊ばな

いなどの様子があれば¥

できるだけ言苦しかけましょう.ゲ

できるだけ受け答えを

医師に相談してください。

言葉の遅れは環境も関係する.ゲ

多人数の大人の中で育てら

②テレビとコミュニケーと

重三磨
子どもが、答える前に先まわり

して答えてしまう 。

受身でいられるので、言葉を

をおぼえない。

れた場合、口をきかなく て

も意志が、通じる。

-指しゃぶり ・・・・・・無理にやめいつかは治ります。・ー・-夜泣き・・

子どもに夜泣きはっきもの。おむつが濡れた 、

のどがかわいた、など原因がわかっているときは、

原因をとり除きます。しかし、大部分の夜泣きは原

因がよくわかりません。泣き出したら 、抱いてあげ.

る、添い寝をするなどして様子をみます。いつかは

治ると大きな気持ちで見守ることが.大切です。 

6E空
-人見知り ・一一・知恵がついた証

拠。

子どもが自分の親と他人を区

別できるようになった証拠です。

お母さんがふだん人と接する機

会を多く持ち 、子どもを他人の

存在に慣れさせることが大切で

す。人見知りをま ったくしない

で、他人と親の区別がつかない

ような場合は 、一度医師に相談

してくださし、。

させることはありません。

ほとんどの指し ゃぶりは放

っておいても  5、6歳までに

治 ってしまいます。無理にや

めさせるのは逆効果。眠いと

き、心の安定を得たいときに

始めるので、お母さんは優し

い言葉をかけてあげ‘まし ょう。

予
ム
か 

'〆私立
，
、
ー

i
3
Ft 

-かんの虫・・・… 自己表現のひとつです。

自我が芽生える  1-3歳ごろは 、自分の思い通

りにならないことに感情を爆発させることがあり

ます。これは自己表現の一種なので、心配すること

はありません。原因を取り除く 、上手に気をそら

してやるなどをしますが、ときには泣かせておく

のもひとつの方法です。

回

MUS04
テキストボックス
１～２歳児の心の健康（その２）　　　　保健婦だよりことばの発達には個人差があります

MUS04
テキストボックス
気になる　子どものしつけ



窃指定の保除税が園保の支え
計十…冷 仰g勝浦町の 1人当たりの医療費と保険税

-世帯ごとの保険税額が決まります 

...平等割
世帯の加入者数一世帯(こし 1くら

61年 iお47庁.955J mふ� ~:;:::;::::: : :::::~ 地 a 説副 ~量温F

.. ふ二二九i年62 れ戸.......~~ι掛川キョ
 

63年� |山由|
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平成元年しごI一、� ly 
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3蕊蕊蕊蕊蕊雲縫@jtl( 4年度� 7.0%見込み) 4年度�  58.0% 

100，∞D円� 200，∞0円� 300，∞0円� 

ll

均等割� 

/τ%に、
に応じて計算� 

1人当たり

と計算

{ム竺ぬヲ 

'2/~-

5年度� 32，000円� 

I4年度�  32，000円� 

所得割

5年度�  23，000円

4年度�  23，000円� 

ヤ 資産割
世帯の資産に応世帯の収入に応

じて計算じて計賓

年 伝長 .440 I 

年 L...~，;:.I.日|
所得の

4 羽照明摂烹帝京緊i冒頭52摂理百爾京窓苫慢蕊切で寸点源国王ぷ認可� 73
固定資産税の� 

5年度�  58.0%
5 当初) 

5年度�  8.0% 

〉 ι蕊蕊
(

医療費を大切にしましょう� H 
l/IJIITs~~-dA (7)...t~t.I:tJ'tJ'f):n ・お医者さんの上手なかかり方� 医療費負担が少ないからといって、だ

れもすき好んで病気にな ったり 、けがを
41診療後のお医者さんの指示は、1
 れ

よ

圃
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し
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するわけではありませんが、それでもか

かっている医療費全体は毎年上昇し 、国
よくきいてまもりまし ょう。� 

~7宇品\ 保の負担も増えています。

¥-'A¥ ¥1T¥./ 国保はみなさんが車内められる保険干見を

財源としていますので、医療費が上昇す
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症

要

(

お医者さんを信頼しましょう。� 

f 

ホームドクター をもちま しょ

っ。
8 いまのんでいるくすり があれ� 1ft

ぱ¥正直に話しましょ う。わ ，~ 

ると、 その分、保険税 も上げなけ ればな

らな くなり ます。

貴重な財源を有効に活用するためにも、

みなさんが健康生活をまもり 、そして、

お医者さんにかかったら 、指示をまも っ

からないとき は、そのくすり

を持っていきましょう。� ~ 
て早く病気やけがをなおすようにしまし

ょ7。

早期発見、早期治療に努めましょう。

一一一 税金は納期肉に納めましょう一一一
固

MUS04
テキストボックス
国保と医療費あなたの保険税が国保の支え

MUS04
テキストボックス
４つの計算方法の組み合わせで一世帯ごとの保険税額が決まります

MUS04
テキストボックス
医療費を大切にしましょう早くなおそう　お医者さんの上手なかかり方



I~翁8盈袋路復3- i ふれあLーと対話が築ぐ

的同等-Ji 明ぶ B在会

今年は、検察審査法が施行されて45周年になります。

交通事故などの被害にあって警察や検察庁に訴えたが、

検察官がその事件を起訴してくれない。このような場

合に、その不起訴の処分が正しいかどうかを審査する

のが検察審査会です。

検察審査会の役割を紹介したビデオ映画を貧し出し

ています。

詳細は、徳島検察審査会事務局� <0886(52)3141内線� 

317)まで、お問い合わせください。

〈農業委員会委員一般選挙〉� 

7月19日任期満了に伴う勝浦町

農業委員会委員一般選挙は、

-告示日・・ 7月6日(火)

-投票日.. 7月11日(日)
執行予定ですo 

⑦ 
心配ごと相談

-日時	 7 月� 2 日(金)� 

7月� 9日(金)� 

7月� 16日(創� 

7月� 23日(創� 

7月� 30日(創

-時間	 午前10時~午後� 3時

・内容	 人権・行政・厚生・福祉

・場所	 住民福祉センター� 2階

「 日でも受付しております

ので時軽にお閉し合わ)

せください。

第43回“社会を明るくする運動"

にご協力を

法務省主唱の“社会を明るくする運動"は、国民� 1


人ひとりが犯罪の防止と罪を犯した人たちの更生につ


いて、理解を深め、それぞれの立場において力を合わ


せ、犯罪や非行のない明るい町づくりを目指す全国的


な運動として毎年� 7月に展開されています。


こうしたなかで勝浦町においても、� 7月1日から 1か

月間「少年の非行防止と更生の援助のため、地域住民

の理解と参加を求める」を目標にさまざまな運動を展

開します。この運動がより効

果的に推進されるために、地

域の� 1人ひとりの深いこ.理解

とご協力をお願いします。

・勝浦町保護司会

・勝浦町更生保護婦人会

・勝浦町地域を良くする会

サマ左足ヤンボの発費

(別称 宝くじ〕
布間約振興� / 

よ大� 
f

• 1 等� 6，000万円

・1等+前後賞あわせて� 

1億2，000万円

・ビッグレジャー賞(特別賞)� 

500万円

X¥  


180本� 

2，250本

(発売総額1，350億円.45ユニットの場合)

・7月22日同から予約受付

・この宝くじの収益金は市町村の災害対策と

明るく住みよい街づくり等につかわれます。

回� 

MUS04
テキストボックス
検察審査会施行　45周年

MUS04
テキストボックス
ふれあいと対話が築く　明るい社会

MUS04
テキストボックス
サマージャンボの発売
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関正します。)1次の火曜日に

(敬称略)

勝浦町では、国の土曜日開

庁の趣旨を踏まえて、本年4

千兼と満
代 二 み之
¥ー--'" ¥』一戸� /

月からすべての土曜日を閉庁 長� Z 二
智女�  4裕男

していますので、ご理解をお願

いし ます。(勝浦病院も含みま 晴 さ士� 

す)

ただし、出生、死亡、婚姻

などの戸籍の届出の受付及び

次の機関は、今までどおり業

務を行います。

小-中学校、幼稚園(昨年� 

9月から第� 2土曜日が休み)、

保育所、農村環境改善センタ

一、農村婦人の家、住民福祉

センタ一、図書館等。� 

東四国国体デモスポ行事
ビームライフル' 家庭婦人バレーポール

グラウンドゴルフ 講習会 審判講習会及び選手強化日程
練習日程

あなたも練習して 7月� 3日比)� 7月 7日同� 
7 月� 6 日(火) みませんか? 7月17日(土)� 7月14日同� 

7 月� 20日側 7月24日(I)� 7月21日同
 

-時間 午後� 7時30分から
 7月31日(剖 7月28日同� 

・場所 勝浦中学校グラウンド

・備考 練習日が雨天の場合は� 
-時間 午後� 8時から

※毎月第� 1，第 3火曜日に行います。� ビームライフル -場所 生比奈小学校体育館

福祉センタ-3階において練

習コーナーを設けています。教

育委員会までご連絡いただけれ

ば手車習できます。

ヴラウンドゴルフ
家庭婦人バレーポール

園




